
     
 
 
 
 
 
11/19 会報Ｎｏ174 作成 ホームページ掲載依頼分のメールはエラーで送信不可。後日を持参    
11/20 会報 同上発送。 選挙で使った焼却用廃材 垂木 50ｃｍ×３を１組 ７組準備 
11/20 「協働のまち情報誌づくり応援情報」に当会の支援者募集広告掲載を依頼（呉市） 
11/21 杭 20 本事務局で作成。ポランティァ募集チラシを灰ケ峰 第３展望台目にぶら下げを続けた（１０枚 
11/22 中国自然歩道「大庭山」補修 廃材垂木 11/20 作製分で崩れかかった階段の補修をした  矢吹 宮岡 
11/23 廃材垂木に防腐剤を２０本を事務局で塗る 長さ 2ｍ 
11/24 防腐剤を塗った垂木 ４本を四角にネジクギで留める ５組作製 
11/25 廃材垂木 20 本 長さ 2ｍに事務局にて防腐剤を塗る   
11/28 灰ケ峰 登山路に四角い角材４本組を担ぎ上げる ７組                 矢吹 宮岡 
11/30 灰ケ峰登山路 猪が荒らした所 古くなった路肩へ４本組を取り付けて、凸凹をせっせと均す 宇吹 宮岡 
 
１２月３日第Ⅰ日曜日 例 会 
 
 ところ 灰ケ峰檜林に沿った古い登山路を登り下りは中国自然歩道 
 参加者  宮村 前原 堀 福馬 広兼 柱野 成田 木村夫妻 岡 宇吹 宮岡  男性 10 名 女性２名 
                           （川尻町） 

 内 容  路肩の補強作業 猪が壊したところや古くなって朽ち所  階段の増設（廃材垂木４本組を使用して

土砂を埋め込む 
      横断溝の更新（枯れ木 石 ビニールトタンで） 横断溝の掘り下げ並びに補強 
      猪が路肩の丸太を谷に転がしていたので引き揚げて杭を打ち番線を使って固定 
      巻き付いていた蔦の切断 
      登山路に転がる小石の撤去（多すぎると歩きづらいので） 
      不要となった杭の回収（再使用する） 
 
  ○あるアイデアで みんなで取り組んだ倒木を活用して階段づくり。倒木を枕に横断溝づくり 数年来できな

かったものがやっと実現した 
 
  ○ハイカー２組に出会う「いつも活動している？」と聞かれて「20 年続けています」と回答 登山口の幟 ホ

ームページでサポート・トレッキング・グループを検索していただくと活動の詳細が分かりますと説明 
    ＊反省 協力者募集のチラシを配って支援の輪をひろげるべきで、名刺の配布もやるべきだった。 
  ○刈払機を今回使用せず見た目には 作業後の晴れ晴れしたものはなかったが、堅実な登山路が維持できた 
 
 次の例会   １2 月 16 日第３土曜日 休山 午前９時集合 山頂近くの道路に駐車 
 その次の例会  1 月 07 日 第１日曜日 中国自然歩道 二河峡 駐車場 
 

＊ ザ・ピック 毎月１１日 黄色いキャンペーン 当会のボックスへレシートの投函を依頼しましょう 
＊＊協賛 げんき快福堂(整体院) 呉市広本町３丁目 18-14 73-7001 ≪たまき整形外科≫の２軒隣り 

会 報 
Ｎｏ175  2017（平成２9）年 12 月 06 日 

 サポート・トレッキング・グループ   

 事務局 呉市焼山政畝 1-12-13 
 ホームページ サポート・トレッキング・グループ 

  ・Ｆａｘ 0823-33-5836 



灰ケ峰 ・大庭山        サポート・トレッキング・グループ 平成２9 年 12 月 3 日例会 

 

中国自然歩道「大庭山」廃材を使って階段の補修 11/22 後列左から木村 宮村 前原 堀 宇吹   前列左から木村 広兼

柱野 成田 岡 （福馬 宮岡） 灰ケ峰８合目展望台にて     

 

灰ケ峰 道路からの進入口 整備前  自然歩道 灰ケ峰 路肩を猪が破壊したので補修後

 

登山路の凸凹を根気よく均した 自然歩道 11/30  路の小石を撤去し、 凸凹を均した 

 

四角い廃材 番線を使って路肩を固定中 道路からの登る入口 整備後（野呂山からの檜を使用）


